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（1）対象地域 

 阿武隈山地の北部域にある森林集水域（0.6km2)。福島第一原発の南西約 70kｍに位置する。 

 標高 588～724m で，鮫川水系四時川水源域。 

 年平均降水量は 1910mm，年平均気温は 10.7℃。 

 1 月末から 3月始めにかけて最大 20cm 積雪する。 

 表土は褐色土で落葉樹林。 

 

 

（2）重要な図表 

 図３ (a)調査期間中の時間降雨量，(b)河川流量，(c)懸濁物質中のセシウム 137 濃度 

 図 7 河川を通じて輸送される懸濁物質に含まれるセシウム 137 負荷量 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

降雨パターンや季節性を意識したモニタリングが必要となる。 

 

（2）流出挙動・経路 

 降雨イベントで流出する懸濁態のセシウム 137 の中でも，粒径の小さい（75μm 以下）の画分の負荷

量が大半を占める。 

 降雨量が増大する 7 月～10 月に河川を通じて移送される SS に含まれるセシウム 137 の量は増加する

といった季節的変化があり，ＳＳに含まれる量は長期的には漸進的に減少している。 

  

（3）除染の際の留意点 

 

 

（4）担当者のコメント 

福島第一原子力発電所事故後，２年間にわたって数多くの降雨時調査により評価されている。特に懸濁

態として流出するセシウム 137 の季節性が水文条件と地理的要因により影響していることが示されてい

る。 

 

 


